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【目的l経歯槽頂上顎洞挙上手術 (以下 :本法)は低侵襲とさ

れているが、術式の盲目的に加え専用器具の不足から定型化

されていない。今回鏡視下所見を参考に本法における術式の

標準化について検討したので報告する。

【対象l Hatch Reamer.(Sinus Tech.Korea)を 使用して本

法を行った2009年 10月 から2016年 12月 までの119症 例148本 を

対象とした。検討内容は、洞粘膜の損傷を1開 洞時、2剥 離

時、3イ ンプラント体埋入時の各段階において調査した]症

例では、Classl(埋 人部位の垂直的距離0-3 9mm):43,1・ 56

本、Class2(4-6.9mm):56例 。71本、Class3 17-9 9nlm):19

例・20本、Chss4(10mm)il例 ・1本で検討した
=

【結果】Class lに おける洞粘膜の損傷はそれぞれ]では、0

本、12‐ 1ま 4本、3は 1本 であり、Ciass2は 、2で 1本であり、

Class3と 4では認められなかった,

I考察および結論1本法の定型化には聞洞用器具と剥離子の

選定が重要であった[


